
大学改革 と技術職員 の あ る べ き 将 来像 ( P a r t 1)

野 呂 明美 ( 生 物資源学部共生 環境 学科)

【は じめ に】

2 0 0 4 年 4 月 ,
独立 行政法人 - 移行する こ と が ほ ぼ確 実に な っ てき た ｡ 現時点 にお い て 各人が

成 し得 る こ と は ｢ 各々 ス キ ル ア ッ プ ･ 資格取得に 励む こ と｣ だ と 思うが , 工学部以外 の 組織 を持た

ない 学部に 所属す る技術職員 に はO J T ( O n t h e J o b T r a i n i n g) などを利用 して技術 力を鍛 え る機会

が 与え られ て い な い ｡ 当然技術 の 継承も行わ れ にく い 状況に ある ｡ また ,
学部 に よ っ て は 一 部 の 技

術職員 に研 究室付き事務職員 と 同様 な職務 を課 して い る学部もある ｡ こ の よ うな現実 の 中で独 立行

政法 人化が 推進 さ れ て い る ｡

大学 がそ の 成果 を社会 に対 して フ ィ
ー

ド バ ッ ク し , 新 し い 産業 を芽吹か せ る ような力を持 つ に は

組織の 構成員 がそ れ ぞ れ の 能 力を最 大限に発揮 でき る新 し い 組織作り が 必須 で ある ｡ 旧態依然 と し

た 人材 の 使 い 方を して い て は 大学 の 発展 は あり え ない で あろう ｡ 理想的な技術職 員組織 の 構築つ い

て 議論を活発化 させ る た め に ｢ 大 学改革と 技術職員 の あ る べ き 将来像｣ に つ い て 考察 した結果

を記す ｡

【技術系職 員待遇等に 関す る法的背景お よび 経過】

技術職 員 ( 施設系技術職 員を除く) は 1 9 9 5 年頃 か ら組織化が 全国の 各大学で進 め られ る以前

は
, 国立 学校設置法施行規則に 基づ き採 用 され , 講座 ･ 共同実験施設 な どに配属され ,

配属先 の 教

官が 与 える仕事 を行 っ て きた ｡ した が っ て ,
実験 な ど研 究的業務 , 装置保守 な ど技術的な業務 , 実

験 ･ 実習に 関す る教育補助的な業務, 研 究室内の 秘 書的な業務, 事務的 な業務な ど多岐に 渡る 業務

を行 い , 各研 究室な どに散 らば っ て 個人 で仕事 を して い る た め組織 と して技術 を継承す るす べ もな

く , 配属先の 教官 次第 で どの 様 な使 い 方も出来る ｢ 便利屋さん｣. 的な存在で あ
っ た ｡

平成 6 年頃 に各地 の 大学 で 技術職員が 組織 化さ れた 後, 平成 1 0 年 に ｢ 国立 大学 , 国立 短期大学

及 び 国立 高等 専門学校 の 技術 専門官及び 技術専 門職 員に 関す る訓令 ( 文部省 訓令 第 3 3 号) ｣ が 発

令 され 技術職 員に職 が初 め て 付 与 さ れ た ｡ 学内 で 唯
一

組織化 さ れ た 工 学部で は技術研 修や O J T 制

度 な どが確立 し , 組織 の 中で人 を励 ま し育て る こ とが 出来る よ うに なり , 技術 の 継承も可能と な っ

た ｡ また ,
意欲あ る技術職員 ら に よ る分野別 W G ( W o r ki n g G r o u p) が誕生 し活躍 して い る｡

【生物資源学部 の 現状】

生物資源学部 の 技術系職員 の 現員数

を表 1 に示 す ｡ 行政職 と 海事職 の 技術 一

職 員が在籍 し , 行政職 技術職員の 大半

が 附属農場 に配 属さ れ て い る｡ 平成 1

3 年 4 月 に附属農場 , 附属演習林 , 附

属水産 実験所 ･ 練習船 の 3 施設 が セ ン

表 1 生物資源 学部 にお け る技術系職員 の 現員数

行(
-

) 行( 二) 海( -

) 海( 二)

研究室 4

農場 l l 2

面曹蘇 2 1

水産実験所 1

練曹顧
~~~~~~~

5 8

合計 1 7 4 5 8

タ
-

化さ れ ,
これ に伴 い 附属農場 で は

各専門部門に技術職員が 張 り付く 形 で 組織が 作 られ た ｡ 研 究室付技術職員 の 内 3 名 は平成 1 2 年 4

月 学科改組 と定 員削減 の 影響 を受 け学科に配 属さ れ , 職務 内容も学科事務 が大半 を占め る様 に な っ

た ｡ 演習林 , 水産 実験所 に つ い て は遠隔地 に あ る こ と と , 人数 が少 な い こ と も あ り現時点 で は技術

職員組織 は作 られ て い な い ｡
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前 生物資源学部長 に より 平成 1 3 年 8 月 に作成 され た技術職員の 組織化私案が , 現学部長 - 引き

継 がれ たが , 今なお 学内に お ける組織化検討委員会 は発 足 して い な い の が現状で ある ｡ 表 2 に久能

前学部長に よ り 作成 され た技術職員組織 の 構築 に関す る私案を掲載す る｡

表 2 生物資源学部 にお け る技術職員組織 の 組織化 ( 久能前 生物 資源学部長私案)

租 * 化 の必要性

1 . 平 成1 5 年度の 学部学年進行の終了および平 成1 3 年度の附属3 施設の センタ ー

化 に伴い , 教官 ･ 事

務官 ･ 技官組織を学部およびセンタ ー

( 練習船を含む) レベ ルで 一

体化 する必要がある( 以下 ､ 学部全

体とは ､ 両者を含む) o

2 . 学部全体の技術系業務の多様化 が予想されるため ､ 学部全体で技官の 配置を適切に行える体制を整

備する必要が ある｡

3 . 技官が有する高度な専門技術を､ 学部全体の 財産として 保存 ･ 継承すべ きであるo 技術専Pl 官及 び技

術専門職員へ の格付けに よっ て技術系職員の 待遇 改善を積極的 に図るべ きで ある｡

4 ･ 教室系技術職員の専門行政職俸給表適用 審査基準( 国立大 学協会) における定義の ように
,
技術職

員は
,

｢ 専門的な知 識 ､ 技術等に基づき教官の示す大綱的な方針のもと ､ 研 究教育に関わる技術開発

及び技術業務並びに学部学生 の 実験 ･ 実習の 技術指導及び大 学院生 の研究の技術指導等を独立し

て 行う職務｣ と定義されて いるので ､ 教官組織の 理解と協力が 不可 欠である｡ 特に ､ 附属農場で は専

門部Fl( こ教官 ､ 技官が張り付い た形 にな っ てい るの で ､ 教官の 理解と協 力を得られる体制を構築する

必要がある｡

5 . 本学部に ､
｢ 技術職員組織化検討委員会｣ を学部長主導で設置し, 想定される部門から少なくとも1 名

ずつ の教官委員および技術職員委員 ､ ならびに学部事務長 ､ 附属施設事務長が相互理 解を深めなが

ら ､ 検討を堆進す べきである ｡

租* 化私案

1 . 学部全体の 技官を組織して ､ 技術部を構築する｡ 技術部に は必要に応じて農場 ､ 演習林 ､ 水産実験

所 ､ 教室付技官室等の部門をおくことが できる ｡ 技術部長は技術部の業務を統括する｡ 技官は行政職

であるため ､ 事務長が全体の配 置計画 の定員管理 ､ 人 事異動などの 人事配置の 責任者となるo ただ

し､ 技術部の業務管理 ､ 予算管理 などの 実際の運営は技術部長が統括する｡

2 . 将来予想される行政職の定員削減に は ､ 全体計画 のもとに 事務部 ･ 技術部が 均等の 比率で負担する｡

3 . 各技官は ､ 学部全 体の 業務計画 に おける自己の 業務の 位置付 けを的確に把握し､ 業務評価に 耐える

業績をあげるよう努力する ｡

4 . 技官の 研究 ･ 技術の 向上を､ 必要 に 応じて 教官が積極的 に 支援する｡ 教官は ､ 技術部鼻の技術向上を

目 的とした研 修 ､ 講習会 ､ o J T へ の 積極的な参加を奨励する｡

5 . 各技官は ､ 自己の業務の みで はなく組織全体の 業務成績が 向上するよう努力し､ 業務の成果をまとめ

技術発表 ､ 学術論文等で公 表する ｡

6 . 現附属施設の技術系業務の 多様化に 伴い ､ 各技官は単 一

の 業務に 固執することなく､ 状況 に応じて

組織全体の 業務に協調できる体制とする｡ 技術部長および部門 長は全 体業務計画 , 実施を統括する ｡

7 . 本来の 技術系業務が 多岐に亘 る附属農場の 場合に は ､ 部門長が全 体の 業務計画を作り､ 技官の 専

門性を考慮しつ つ 相互 協調体制を構築する ｡ 現在 ､ 学部の 教室系事務室に 勤務する技官が本来の 技

術系業務に つくことを希望しない 場合は ､ 停年退 職あるい は他部局 へ の移籍によ っ て ､ その席が 空席

に なっ た時点で ､ 学部全体の 技術系業務計画 の必要 性に応じて適切な技官を補充する｡

8 . 学部の 教室系事務室に 勤務する技官が ､ 事務系業務の継続を希望する場合は ､ 学部全体の配 置転

換で事務系職員と同等に扱うこととする｡
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【技術職員の 将来の 展望】

平成 6 年前後
■

に 組織化 され た他大学 の 組織で は , 現時点に お い て 技術部組織 を見直 し, 将来 を視

点に 入れ 組織 の 再構築 が行 われ て い る ｡ 組織化された こ とに よ り 技術職員 の 意識 が変化 し, 活動 が

活 発に なり , 意欲ある技術職員 の 間で専門性 の 近 い 人が集まり グル ー プ に よ る 自己研錬 を開始 して

い る ｡ また , O J T を利用 して ス キ ル ア ッ プ を計 る技術職員も い る ｡

こ の ような情況の 中 , 組織化 され て い な い 技術職員は 情報 量が少 なく , 外 か ら受 ける刺激も僅か

で あ る ｡ 旧態依 然と した環境 の 中 で 日常業務を行 っ て い る人が 大半 で ある ｡ 自ず と独法化 に対す る

危機感も希薄で あ る ｡ 私達 は公 務員制度の 適 用を受け, 年功序列制度の 中で , 意欲 を持 つ こ と なく

与 え られ た 仕事 だけを為すだ けで も歳月 が 大過 なく過 ぎて行く環境 に長 い 間置 かれ た｡ 国家公 務員

法 に よ り身分保障 され た 中で , 人材活用 より組織 の 中の 平等論 が重 ん じられ , 個人 が尊重されな い

組織形態が長 い 年月 の 間に作 り上 げられ た .

独法化は , これ まで 自分に 掛か る コ ス トと 自分 の 成 し得 る仕事 の 価値 など 一 度も考 え た こ とが 無

か っ た し考え る必 要もなか っ た私達 に 対 して どの 様 な変化 を与 え る だろうか ｡ こ れ ら 旧態依然 と し

た組織形態を打破 し, 自分の 仕事 に 対 して意欲 ある人 が能力 を発揮 し, 生き生き と仕事 が出来 る よ

うな環境 を整備 する チ ャ ン ス で は ない か と私 は捉 え て い る ｡ しか し
一 方 で は , 独法化構想が 国家の

財政難に端を発 して い る こ とに大き な問題を感 じて い るの も事 実で あ る｡

生物資源学部 には 3 4 名 の 技術 系職員 が在籍 し, そ の 年間人件費と して 1 億円越 え る国費が 費や

され て い る ｡ 約 2 年後に は 国民 に対 して こ の 巨費 の 使用 に 関 して説明責任が 生 じる と仮定され る｡

大学に は 教育機 関と研 究機 関と い う側 面 が あ り , 民間企業 と 同 じ土 俵 で論ず る こ と は出来な い に し

て も現状の ま ま で は社会か らの 非難 は免れ ない で あろう ｡ 理 想的 な技術職員集団 は どの 様に 組織さ

れ る べ き か , 早急 に議論す べ き で あ る ｡

私が技術職員の 視点か ら三 重大学 の 大学改革 に つ い て 考 え ると き, 次の よ うな提案が ある ｡

1 . 三 重大学 の 場合 , 組織 化は 全学 レ ベ ル で 行 い , 全学 の バ ラ ン ス を考慮 し技術職員を配置す る｡

2 . 専門業務別 の グル ー プ を作 り ,
グル ー プ全体 で技術力 の レ ベ ル ア ッ プ に 努め る ｡

3 . 重点研 究を行 っ て い る研 究室 に対 して期限付きで 技術職員を配置す る 0

4 . 高額機器 は全学共通機器 と して保 有 し, 使用 に際 して技術指導を行 え る技術職員を配置 し, 稼

働率 を上 げる ｡

5 .

一

つ の 研究テ ー

マ が 終了 し使 用され なく な っ た機器 な どを有効 に利用す るた め , 現存機器 の 保

有リ ス トと稼働状況を技術職員組織 に て 掌握 し, 使用希望研究者 に対 し休眠装置の 貸出と使 用

方法の 指導を行う｡

6 . 工 作 工場 な どは 全学に対 して 開放 し, 学 内の 全て の 研 究者か らの 依 頼に 対 して応 え る ｡

7 . 技術の 継承 ･ 蓄積 を行 い ,
T L O を通 じて 技術移転 ･ 技術指導を行 え る よう な優秀 な技術者 を

育成で き る ような組織形態 を創 る ｡

8 . 年功序列 を廃止 し , 年齢 に 関わ らず優秀 な技術者が 力を発揮で き る ような組織 に す る
｡

9 . 人 事異動 を行 い 外部か ら の 新 し い 知 識 を取 り入 れ る ｡

今回 こ の 発表 を行 っ た の は , 仕事 に対 し生 き 甲斐を 求め て い る こ と , 現状 に危機 を感 じて い る こ

と が理 由 で あ る ｡ 私 は人 は人 に より 異な っ た様 々 な能 力を持 っ て い て , /トさな
一

個人 で は成 し得 な

い 事が 色々 な人 が集 ま りそ れ ぞ れ の 能力 を発揮 する こ と に よ り成就 でき る と思 っ て い る ｡ 誰 に で も

何 らか の 能力 が必 ず あ ると信 じて い る ｡ それ を発掘 し活用す る こ とが 大切 なの で ある ｡

従来の 一 講座 に - 技官が 張り付き講座 の 中の 仕事 をする時代で はもう無く な っ て き い る｡ 定員削減

が進み 技術職員 の 数が 減少 して き て い る今 , 教官 の 平等論 を最優先 に時間で分けて技術職員 を小 間切

れ に使おうとい うの は 間違 っ て い る｡ 個人 の 利益 より ,
大学の 利益を優先させ , 技術職員

一

人
一

人が ,

そ れぞれ の 持 つ 能力 を発揮 できる ような組織作り を して い く べ き だ と考え る ｡ も っ と大学全体を見渡

した大き い ス タ ン ス で仕事を して 行かね ばならな い 時代が も うそ こ ま で 来て い る｡
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